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研究成果の概要（和文）：これまでの研究は，高齢者が自身の記憶能力を適切に評価することが困難であることを明ら
かにしている。記憶に対する評価（メタ記憶）と実際の記憶成績の乖離は，記憶機能の低下に対する自発的な対処を阻
害する原因となり，自立した生活や社会活動上で問題を引き起こす。本研究では，高齢者のメタ記憶の正確性に影響す
る要因を検討するために，2つの横断的実験・調査と1つの縦断的実験を実施した。調査・実験の結果，1)高齢者は日常
生活の記憶の問題の頻度を若年者と同等であると評価している，2）加齢にともなう記憶機能の低下はメタ記憶に反映
されない，3）メタ記憶は記憶機能よりも抑うつの影響を受ける，ことが示唆された。

研究成果の概要（英文）：Several researches have reported that it is difficult for elderly to evaluate 
appropriately their memory ability and memory performance. There is a possibility that their dissociation 
between self-evaluation of memory (metamemory) and memory performance causes memory problems of their 
daily life, because it disturbs spontaneous copying for their memory decline. In this research, in order 
to explore the factors that influence accuracy of metamemory for elderly, we conducted two 
cross-sectional and one longitudinal experiments. These experiments showed that 1) the problems of 
self-evaluation on occurrence frequency of memory in daily living for elderly was same level of 
evaluation for young adult, 2) metamemory of elderly did not reflect the memory decline with age, and 3) 
depression was the most influential factor in the accuracy of metamemory among their cognitive 
performances and degree of memory decline with age.
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１．研究開始当初の背景 
 「物忘れがひどくなった」，「人の名前が覚
えられない」，記憶実験に協力してくれる多
くの高齢者が，記憶に関する問題を訴える。
しかし不思議なことに，このような問題を訴
える高齢者の記憶成績が，記憶に問題がない
と回答する高齢者よりも良い場合が多々あ
る。 
 高齢者の記憶機能に対する不安や自信と
いった評価は，メタ記憶と呼ばれる。このメ
タ記憶は，実際の記憶成績と必ずしも一致し
ない。特に高齢者は，加齢による記憶機能の
低下を自覚しているため，自身の記憶機能を
実 際 よりも 低 く見積 も る傾向 が あ る
(McDonald-Miszczak et al. 1995)。それどころ
か，高齢者では，記憶に対して自信があるほ
ど，記憶成績が悪いことも報告されている(河
野 1999)。このような記憶に対する不正確な
認識は，記憶機能の低下によって失敗したこ
とが思い出せないために生じると考えられ
ており，高齢者にみられるメタ記憶と記憶成
績との乖離は，記憶のエイジングパラドクス
と呼ばれている。 
 ところで，健康行動の維持には，その個人
の健康に対する関心や健康行動の程度に応
じた情報の提供が必要となる(Prochaska et al. 
1997)。禁煙を例に挙げると，全く禁煙に対し
て興味のない人には喫煙の害に気づき，禁煙
に興味を抱かせるための情報の提供が必要
となるが，禁煙をはじめて一週間経過してい
る人には禁煙を維持するためのサポートや
報酬，環境調整といったアプローチが必要と
なる。認知機能の維持・向上を健康行動とし
てとらえると，これまでの取り組みの多くは，
認知機能の低下に関心のある高齢者に焦点
が当てられてきた。しかし，記憶のエイジン
グパラドクスに従えば，なんらかの支援が必
要なのは，記憶に自信をもち，記憶機能の低
下に関心のない高齢者ということになる。 
 社会生活の中で私たちは，状況や環境に応
じて，要求されている課題や実行したい行動
の難易度を評価し，遂行可能かどうかを適切
に判断することが求められる。言い換えると，
自身の能力を把握せずに，課題を遂行するこ
とは，失敗や事故につながるリスクを高める
ことになる。逆に，記憶機能が低下していた
としても，適切な自己評価ができれば，周囲
に助けを求めたり，課題に応じた適切な補助
ツール（メモやリマインダなど）を利用する
ことによって，失敗するリスクを減少させる
ことができる。高齢者よりも重篤な記憶障害
を呈する健忘症患者の日常生活機能や社会
復帰には，記憶成績と同程度に，メタ記憶の
正確性が影響しているという報告もある(増
本ほか 印刷中)。また，認知機能を実際の能
力よりも過小に評価してしまうと，日常生活
全般の自信の低下となって現れ，社会活動へ
の不参加や引きこもりにつながる場合もあ
る。 
 申請者が実施したこれまでの研究では，高

齢者の記憶に対する不安や自信といった評
価は実際の記憶能力と必ずしも一致しない
ことが示されている。また，高齢者で低下す
るエピソード記憶に重篤な障害をもつ健忘
症患者を対象とした研究（増本・白川，2012）
では，記憶機能と記憶に対する評価の乖離は，
記憶機能の障害と同程度に日常生活の自立
や社会活動に影響していた。これらの結果は，
記憶機能の低下だけでなく，記憶に対する評
価と記憶機能の乖離もまた日常生活上の問
題を引き起こす大きな要因であることを示
唆している。 
 加えて，し忘れに関する実験を実施した結
果（Masumoto et al., 2011），日常生活場面では
記憶成績が良い高齢者でもし忘れが生じて
おり，し忘れの少ない高齢者は課題の難易度
に応じて記憶補助ツールを使用していた。こ
の結果は，課題の難易度を適切に評価しそれ
に応じた記憶方略を使用するための記憶モ
ニタリングが日常生活のし忘れを予防する
上で重要であることを示唆している。 
 
２．研究の目的 
 高齢者は自身の記憶能力を適切に評価す
ることが困難であり，いくつかの研究は記憶
に対する評価が高い高齢者ほど，記憶成績が
悪いことを報告している（記憶のエイジング
パラドックス）。この記憶に対する評価（メ
タ記憶）と実際の記憶成績の乖離は，加齢に
よる記憶機能の低下に対する自発的な対処
を阻害する原因となり，「薬の飲み忘れ」，「約
束を忘れる」といった自立した生活や社会活
動上で問題を引き起こす。本研究では，高齢
者の記憶機能低下に対する新たなアプロー
チの開発を目指して，高齢者のメタ記憶に着
目し，適切なあるいは不適切な記憶モニタリ
ングに影響する要因を検討することを目的
とする。 
 
３．研究の方法 
 本研究は，実験および調査からなる。 
 調査による検証では，20 歳代から 80 歳代
の 704 名を対象とし，メタ記憶に関する横断
的な年代間比較を実施した。 
 実験による検証では 2 つの実験を実施した。
１つは健常高齢者 40 名を対象とし，タイム
モニタリングと「し忘れ」との関連を検討し
た。2 つめは，50 名を対象とし，約 3 年の
pre-post 実験を実施し，認知機能の低下とメ
タ記憶との関連性を縦断的に検討した。 
 
４．研究成果 
（1）高齢者のメタ記憶の特徴-他の世代との
比較- 
 
目的:20 代から 80 代までの健常成人 704 名を
対象とし，し忘れや物忘れ，注意力散漫とい
った認知的失敗の主観的経験頻度に年代間
で違いがあるのかについて検討することを
目的とした。 



 
結果：メタ記憶の測定には，認知的失敗尺度
（ Cognitive Failures Questionnaire, CFQ; 
Broadbent et al., 1982, 山田, 1990）を用いた。
「記憶」，「注意散漫」，「対人失敗」，「名前」
の各失敗経験因子における年代間比較を行
った結果（Fig.1 参照），下記の点が明らかと
なった。 
 1. 記憶に関する失敗経験は，他の失敗経

験と比較して経験頻度が少ない。 
 2. 記憶の失敗経験：女性よりも男性に多

いが，年代による違いは認められない。 
 3. 注意散漫：男性よりも女性に多いが，

年代による違いは認められない。 
 4. 対人失敗経験：70 代よりも，30 代，40

代で多いが，性別による違いは認められな
い。 

 5. 名前の失敗経験：年代，性別による違
いは認められない。 

 これらの結果から，他の年代と比較して高
齢期に，主観的な認知的失敗経験が増加する
わけではないことが明らかとなった。  
 
 このことは，主観的な認知機能に対する評
価（メタ認知）は，認知機能そのものを反映
しているわけではないこと，また，加齢にと
もなう認知機能が低下みられても，それが必
ずしも日常生活の問題を生じさせるわけで
はないことを示唆している。 
 

 
（2）「タイムモニタリング」と「し忘れ」と
の関連性の検討 
 
目的：予定を遂行するためには，予定内容だ
けでなく，遂行しなければならない予定時刻
の直前に予定があるということを想起する
必要がある。予定遂行のエラー（し忘れ）の

多くは，予定内容の想起エラーではなく，遂
行すべき時点で予定があることを思い出せ
なかったことで生じる。 
 現在の時刻を知るために時計をチェック
する行動はタイムモニタリング（TM）と呼
ばれ，適切なタイムモニタリングがし忘れを
防止する。一方で，時間に意識を奪われると，
その時点で行っている作業の効率は低下す
ると考えられる。本研究では，TM について
健常高齢者 40 名を対象とし以下の 3 つ目的
を明らかにするための実験を実施した。（1）
TM の頻度と認知的作業効率の関連性の検討
（2）TM の頻度がし忘れに及ぼす影響の解明
（3）TM の頻度・パターンに関連する要因（認
知機能・性格，e.t.c.）の検討。 
 結果：記憶課題を行いながら 10 分経過した
ら実験者に伝えるように教示した結果，15 分
以上経過しても実験者に伝えなかった（し忘
れをした）高齢者は全体の 25%にものぼった。
これらの高齢者は，10 分経過したことを実験
者に伝えることができた（し忘れをしなかっ
た）高齢者と比較し，TM の回数が有意に少
なかった（Fig.2）。 
 一方で，TM を行いながら認知作業をおこ
なうと，TM を必要としない場合と比較して，
認知作業のパフォーマンスが約 20%低下す
ることが示された（Fig.3）。また，TM の回数
には教育歴，認知機能，性格は影響しておら
ず，唯一抑うつの程度が影響しており，抑う
つ得点が高い高齢者ほど TM の回数が少なか
った（r=-.49）。 

 
 
 
（3）認知機能の低下に対するメタ記憶の正
確性および正確性に影響を及ぼす要因の縦
断的検討 
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Fig.2  し忘れあり群となし群別TM回数
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目的：加齢とともに顕著に低下する認知機能
として，処理速度，ワーキングメモリ，エピ
ソード記憶がある。しかしながら，これら加
齢に伴う認知機能の低下とメタ記憶との関
連性を検討した研究はほとんどない。そこで
本実験では，健常高齢者 50 名を対象とし 3
年間の縦断的実験を行うことで，加齢に伴う
認知機能の低下とメタ記憶との関連性を検
討することを目的とする。 
 
結果：本実験では認知機能の測定に WAIS-3
の下位検査である数唱，算数，符号，記号探
し，語韻整列の 5 つの課題を pre-post の 2 回
被験者に実施した。また，メタ記憶の測定に
は河野(1997)が作成した, 「記憶に対する積極
性」,「記憶に対する自 信」,「記憶に対する
不安」,「課題特性の認知」,「想起の失敗経
験」の 5 因子からなるメタ記憶尺度を用い
た。 
 それぞれの課題成績について pre-post で比
較を行った結果，算数と符号課題で 3 年後の
パフォーマンスが有意に低下していた（算数, 
t(49)=-6.59, p<.001; 符号, t(49)=-3.53, p<.001）。 
算数はワーキングメモリを，符号は処理速度
を測定するための課題であるため，この結果
は，対象となった高齢者のワーキングメモリ
と処理速度が 3 年間で有意に低下しているこ
とを示唆している。 
 しかし，この低下率とメタ記憶の 5 因子と
の関連性を検討したところ，有意な相関は認
められなかった。また，メタ記憶の 5 因子と
抑うつの関連性を検討するために相関分析
を行ったところ，抑うつの程度が高いほど
「記憶に対する積極性」因子の得点が低くな
り（r = -.33），「想起の失敗経験」因子の得点
が高くなる（r =.33）ことが明らかとなった。 
 これらの結果は，メタ記憶は加齢に伴う記
憶機能の低下を反映しておらず，自身の記憶
機能よりも気分（抑うつ）の影響をうけやす
い可能性を示唆している。 
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